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2021年６月 30日 

 

各  位 

 

会 社 名 中小企業ホールディングス㈱ 

（ 旧 社 名  ク レ ア ホ ー ル デ ィ ン グ ス ㈱ ）  

代表者名 代表取締役社長 岡 本 武 之 

 (コード番号 1757 東証第２部) 

問合せ先 代表取締役社長 岡 本 武 之 

(Tel. 03-5775-2100) 
 

（訂正・数値データ訂正） 

「2021年３月期 決算短信〔日本基準〕（連結）」の一部訂正について 
 

 

2021 年５月 20 日に公表しました「2021 年３月期 決算短信〔日本基準〕（連結）」の記載内

容に一部訂正すべき事項がありましたのでお知らせいたします。 

なお、数値データにも訂正がありましたので、訂正後の数値データも提出いたします。 

 

記 

 

１．訂正の理由 

   「2021 年３月期 決算短信〔日本基準〕（連結）」の発表後の有価証券報告書の作成過

程におきまして、記載内容の一部に訂正すべき事項が生じましたので、訂正を行うものです。 

 

２．訂正の内容 

  訂正箇所に下線を付して表示しております。 

 

＜サマリー情報 ２ページ＞ 

（参考）個別業績の概要 

2021年３月期の個別業績（2020年４月１日～2021年３月 31日） 

 

【訂正前】 

(1) 個別経営成績                                  （％表示は対前期増減率） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

2021年3月期 ― ― △498 ― △1,587 ― △1,463 ― 

2020年3月期 150 △37.5 △197 ― △214 ― △793 ― 

 

 1株当たり当期純利益 
潜在株式調整後1株当たり 

当期純利益 

 円 銭 円 銭 

2021年3月期 △6.46 ― 

2020年3月期 △5.42 ― 

（後略） 

 

【訂正後】 

(1) 個別経営成績                                  （％表示は対前期増減率） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

2021年3月期 ― ― △498 ― △1,584 ― △1,460 ― 

2020年3月期 150 △37.5 △197 ― △214 ― △793 ― 
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 1株当たり当期純利益 
潜在株式調整後1株当たり 

当期純利益 

 円 銭 円 銭 

2021年3月期 △6.45 ― 

2020年3月期 △5.42 ― 

（後略） 

 

＜添付資料 ２～３ページ＞ 

１．経営成績等の概況 

（１）当期の経営成績の概況 

 

【訂正前】 
（前略） 

Ⅱ 不動産事業  

当セグメントにおきましては、売上高は 176,844 千円となり、前連結会計年度と比較して 161,632 千円の減少 

（47.8％減)、セグメント損失（営業損失）は 388,276 千円となり、前連結会計年度と比較して 110,316 千円の

損失 の増加となりました。 当該業績に至った主な要因は、東京都渋谷区のエンターテインメント施設を対象と

する不動産賃貸事業における 収益を計上したこと、不動産開発の共同事業への参画時の投資額の一部に受注損

失引当金繰入額を計上したこと、 及び所有しております販売用不動産について、棚卸資産評価損を計上したこ

とよるものです。 

（中略） 

Ⅷ その他事業 

その他の事業には、連結会計年度においての投資事業と、報告セグメントに含まれない事業を含んでおります。 

当セグメントにおきましては、売上はありませんでした(前第４四半期連結累計期間において当該事業の売上は

ありませんでした。)。セグメント損失(営業損失)は、2 千円となり、連結会計年度と比較して 264 千円の損失の

減少 となりました。 

 

【訂正後】 
（前略） 

Ⅱ 不動産事業  

当セグメントにおきましては、売上高は 176,844 千円となり、前連結会計年度と比較して 161,632 千円の減少 

（47.8％減)、セグメント損失（営業損失）は 388,276 千円となり、前連結会計年度と比較して 110,316 千円の

損失 の増加となりました。 当該業績に至った主な要因は、東京都渋谷区のエンターテインメント施設を対象と

する不動産賃貸事業における 収益を計上したこと、不動産開発の共同事業への参画時の投資額の一部に貸倒引

当金繰入額を計上したこと、 及び所有しております販売用不動産について、棚卸資産評価損を計上したことに

よるものです。 

（中略） 

Ⅷ その他事業 

その他の事業には、連結会計年度においての投資事業と、報告セグメントに含まれない事業を含んでおります。 

当セグメントにおきましては、売上はありませんでした(前連結会計年度において当該事業の売上はありません

でした。)。セグメント損失(営業損失)は、2 千円となり、連結会計年度と比較して 264 千円の損失の減少 とな

りました。 

 

以上 


